
自然観察のきっかけなど ～今更ながらの自己紹介に代えて～ 

きっかけは偶然なことが多いが、私が自然観察を始めるようになったのも偶々である。元々、ど文

系の普通の（何が普通かはともかく）民間サラリーマン。山歩きは好きだったが、動植物に強い関

心があったわけではない。４０歳の頃（つまり約３０年前）、後輩社員が森林インストラクターにな

ったことを社内報に書いたのを読んだ。少し興味を感じコンタクトしたところ、彼が時々参加して

いる市川国府台の観察会に早速一緒に行ってみることになった。その時案内をしてくれたのが高野

史郎さん（自然観察ちばの初期の事務局長、その後会長）。それがきっかけでその高野さんが代表の

江戸川環境ネットワークというグループに入った。 

このグループは自然観察にこだわらず歴史散歩や登山など幅広く活動していた。その緩いというか

良い加減な感じが自然関係素人の自分に合っていた。皆で結構遠出もした。中でもマタギに案内し

てもらい白神山地を歩いたことが懐かしい。夜のマタギ小屋でマタギが採ってきて焼いた天然舞茸

の味は絶品だった。高野さんと共同で代表していた平松南さん（男性です。自然観察ちばにも在

籍）が、大手出版社の編集者という職業柄か、持って生まれた性格からか（たぶん両方）、発散思考

のアイデア人間。予定調和型の常識タイプ（つまらんねー）の私は多くの刺激を受けた。石牟礼道

子の「苦海浄土」など、色々な本も紹介してもらった。 

５年ばかり後、高野さんの特別の計らいで、NACS-J の指導員講習会を受講、２００１年に自然観

察ちばに入会した。伊藤道男さんや佐野由輝さんはすでに会員で活躍されていた。田口信一郎さん

に声を掛けられて、田口さんが代表となって前年にできたばかりの東葛しぜん観察会にも入会。東

葛入会後初めて一緒に歩いた（研修）のが市野谷の森。田んぼと森がゆったりと幻想的ともいえる

感じで広がっていた。渋谷孝子さんや田中玉枝さんも一緒だった。現在の流山おおたかの森近く

で、その後宅地化が進んだ。 

田口さんは、自然を生活や文化歴史という繋がりで捉えることが好きだった。寺社や庚申塔や道標

などについて随分教えてもらった。また故郷の飛騨への愛着も深く、その関連で、小西博典さん

（当時、自然観察ちば代表）と３人で北アルプスの双六岳に登ったことは、楽しい思い出だ。田口

さんが重病で入院され、その時点で東葛の代表をしていた渋谷さんから、「山口さんが代表を継いで

くれたら田口さんが喜ばれる」と言われ、代表を引き受けてしまった。私はそういう言葉に弱いと

ころがある。以来十年以上東葛しぜん観察会の代表を続けてきたが、昨年１２月に長谷川依子さん

が代表を引き継いでくれた。ありがたいことである。 

ここで触れた平松さんと田口さんはともに故人。思えば後輩の私を随分引き立ててくれた。もう少

し長生きして欲しかった。相変わらず得意分野がなく細々と自然観察やその関連作業を続けている

私としては、まだまだ色々な話をうかがいたかった。もちろん、酒をちびりちびりと呑みながら

で、ある。  

山口正明（船橋市） 
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佐倉のクマガイソウご案内 

佐倉里山自然公園の一角の竹林に私達が保護しているクマガイソウがあります。 

クマガイソウは元々この地に自生していたのですが、永年の竹林荒廃により日照不足で花

は咲けず、毎年貧弱な葉を出すだけで生きながらえていました。 

2015 年に地主さんの許可を得て竹林整備を開始し、その後 10 年以上経過して今では

500 輪の花を見るまでになりました。盗掘を恐れて花を隠すのではなく、見てもらって保

護に協力して貰うのをモットーに、開花したら竹林を開放して見学者を受け入れています。 

その年の寒暖もあり確かな事は言えませんが、自然観察指導員の皆様は 15日～20日頃に

来れば外れは無いと思っています。公園は広大ですから一周すればキンラン、ヒトリシズカ、

ニリンソウ、エビネなども見られます。

無料の駐車場はあるものの 20台程度ですからバス利用がお勧めです。 

 現地案内図 

志津駅 臼井駅間のバス路線あり、中間の南ヶ丘病院のバス停より徒歩 15分 

マルハナバチが受粉 満開の竹林風景 

佐倉市 坂本文雄 
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トウキョウサンショウウオの話

１ ここ数年間の茂原市内南部の状況
1-1 初めて確認した平成 27年 3月 20 日

きっかけは忘れてしまいましたが、筆者の家から車で

5 分ほど、地形としては上総（房総）丘陵、地質的には上

総層群の一角と思われる里山で、初めて確認しました。 

写真１は某廃寺の古池、写真２は同所に産み付けられ

た卵塊、写真３は近隣の谷津田の自然水路、写真４は同

所の卵塊の様子です（分かりづらいですが）。なお、写真

２、３は平成 28 年４月１日撮影のものです。 

1-2 令和元年メガソーラー建設工事に伴う件

1-1 で述べた地域の西方、長南町との境のエリアで MS 建設工

事が始まりました。地元住民対象の説明会が行われたので参加し、

自然環境への影響について尋ねたところ、後日、行政に提出したも

のと同じ自然環境調査報告書をいただくことができました。 

同報告書によれば、トウキョウサンショウウオに関する、平成 30

年１月から７月まで 24 回の現地調査の結果、「5 カ所の谷戸の 15

地点で計１２７対の卵嚢、３個体の成体、４個体の成体死体が確認

された。」とあります。当地域としては、たいへん貴重なデータだと思います。 

一方、これらの産卵地の将来見通しについては、「不安定な水量や下流水路のコンクリート化、ア

ライグマによる食害やイノシシによる地表攪乱などにより、開発工事の有無に関わらず長期的には

消失し、個体数の減少が予測される」（抜粋）と記されています。 

写真５は、調査団体による、建設現場に隣接する農家さん敷地の山裾の湧水をコンクリートブロッ

クで堰き止めて、サンショウウオの産卵地とした様子です。２シーズンほど訪れて観察させていただ

きました（卵塊未確認）が、その後は訪れていません。 

1-3 1-1の地区のその後の産卵状況

下の写真は、それぞれの年月日、場所の状況です。令和５年の谷津は、厳しい状況でした。

令和６年、同 7 年は、とうとう確認できませんでした。

写真１ 写真２ 写真３ 写真４ 

写真５ 

050307谷津 010314廃寺 300319谷津 
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1-4 今春、令和８年 2～3 月の状況

以下は、この春２～３月の状況です。2 月 22 日までこの冬の稀に見る少雨で廃寺も谷津も水がな

く、その後の何度かの降雨があって、3 月 26 日現在水があっても、卵塊は確認できていません。 

２ 一宮町での観察会
去る 2 月 21 日、地元住民団体によるサンショウウオとア

カガエルの観察会が開催されたので、参加してきました。

その日の指導者は、ナント、当会の皆さんもよくご存じと思

われる、筑波大学教授で同町在住の M・Y 先生でした。地元の

親子、小学生、先生の教え子（大人）など、総勢 20 名ほどが

参加していました。アカガエルの卵を小学生に数えてもらった

り、焼き芋を食べたりして、楽しい観察会でした。 

サンショウウオの卵塊が見られたのは、山林の中（元は農家

と思われる）の古池（右写真）で、水が無くならないよう人為的に水を足しているとのことでした。 

 先生に、「今日の観察会のことを当会の HP で取り上げても良いですか？」とお尋ねしたところ、

「知っている人もたくさんいます、是非どうぞ。」とおっしゃってくださいました。 

３ 千葉県におけるトウキョウサンショウウオの分布
 右写真は、令和 6 年 4 月に開催された中央

博物館の展示会のものを拝借しました。 

説明書きには「約 300 万年前頃から、房総

半島北部から関東平野にかけての地域は、何

度も海になりました。トウキョウサンショウ

ウオやカンアオイは、現在、この過去の海の周

辺の陸域にあたる所にのみ分布しています。

これらの生物は海を渡れず、また移動力が小

さいので、過去の海陸分布が現在の分布に反映されたと考えられます。」とありました。 

４ 主な関連サイト
◆千葉県生物多様性センターニュースレター。

生物多様性ちばニュースレター第 78号（小）.pdf

◆房総の山のフィールドミュージアムニュースレター

https://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/special/yama/nl/letters/Shiimujina72.pdf

◆房総半島のトウキョウサンショウウオ  －分布・生態・生息環境・変遷・保全－ 

https://salamander.la.coocan.jp/salamander/sympo-ab39.htm 

◆千葉県のトウキョウサンショウウオ保全活動

000132251.pdf

（記：茂原市 望月力智） 

廃寺 0222降雨前 廃寺 0326降雨後 谷津 0222降雨前 谷津 0326 降雨後 

毎年、卵塊が見られる古池 

https://www.bdcchiba.jp/wp-content/uploads/2023/07/%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%A4%9A%E6%A7%98%E6%80%A7%E3%81%A1%E3%81%B0%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%AC%E3%82%BF%E3%83%BC%E7%AC%AC78%E5%8F%B7%EF%BC%88%E5%B0%8F%EF%BC%89.pdf
https://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/special/yama/nl/letters/Shiimujina72.pdf
https://salamander.la.coocan.jp/salamander/sympo-ab39.htm
https://www.env.go.jp/content/000132251.pdf


森を麗しく彩るエゴノキ 

サクラが終わった時期に、エゴノキは森の中でもうひとつ森に華

やかに彩ります。春のぽかぽか陽気の季節になったと感じ、心躍る

ような気分にさせてくれる樹木です。 

森の仲間になった方から、「エゴノキの花は枝にぶら下がるよう

に咲き、花が下に落ちた後も広がって咲いています。と教えてもら

いました」と言われましたが、自分としては人に伝えた記憶がな

く、生返事でした。その方から「しっかり覚えていますよ」と、コ

メントをいただいたことがあります。エゴノキについている花は下

を向き、花が落ちると花びらが上を向き、森の一カ所だけ華やかな

雰囲気になるので、「なんと、麗しい花だ」と思うのです。 

エゴツルクビオトシブミが出現するのもこの時期です。エゴノキ

の葉を使って、オトシブミを製作するのに小一時間かけて葉を巻き

中に卵を産み落とします。卵は孵化すると葉を食べて幼虫から成虫

へと成長します。オトシブミという揺籃の製作に当たるのはメス

で、このときオスは交尾をすることも知られています。そのほかに

他のオスが近づくのを守備隊のように見張っています。オスは首が

長く、メスは逆に首が短い特徴があります。 

エゴツルクビオトシブミを観察していると伸びあがるさまが、何

とも愛おしく、じっと見ていられます。見られていることを感じる

のか、しばらくするとどこかへ飛び去ってしまいます。オトシブミ

を製作する昆虫はほかにもヒメクロオトシブミなどがいます。 

オトシブミという名付けは平安時代の恋文や書簡を渡す際に人目

を避けてわざと道に落とし、相手に拾わせるやり方から来ているとあります。時の流れが異なる今頃で

すが、昆虫の行動を、そうした人々の暮らしぶりに寄せて名付ける才覚はひとかたならぬものを感じま

す。 

エゴノキにつくもうひとつの昆虫は、梢を小型のバナナ状にしてしまうエゴノネコアシアブラムシで

す。梢を菊花状に変形させ、アブラムシの卵を産み付ける行動をとることで知られています。昆虫が植

物に寄生して、それによって植物の組織が大きくなり、変形し

ます。虫こぶや虫えいと呼びます。 

エゴノキの果実の果皮にはサポニンが含まれ、地域によって

は「川魚を採取することに使った」とされています。エゴノキ

の名前は果実を食べるとエグいことから来ていると言われま

す。 

その昔、人の生活に役立つように雑木類は無駄なく使ったと

いわれますが、エゴノキもそうした利用に供した類いなのでし

ょうか。 （松戸市 藤田 隆） 

エゴノキの開花

エゴノネコアシアブラムシの虫こぶ

エゴツルクビオトシブミと揺籃
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